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(57)【要約】
【課題】　梱包用バンド留め具において、構造単純にし
、バンドの挿通係止作業性を向上し、バンドの結束強度
を高くし、使用高さを小さくすること。
【解決手段】　梱包用バンド留め具１０であって、枠体
１０Ａの中央部に設けられる通し孔１１と、枠体１０Ａ
の一側部に設けられる第１の係止孔１２Ａと、枠体１０
Ａの他側部に設けられる第２の係止孔１２Ｂを、枠体１
０Ａに並列配置し、枠体１０Ａの第１の係止孔１２Ａと
通し孔１１とに挟まれる部分を第１の巻掛部１３Ａとし
、枠体１０Ａの第２の係止孔１２Ｂと通し孔１１とに挟
まれる部分を第２の巻掛部１３Ｂとするもの。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠体の中央部に設けられる通し孔と、枠体の一側部に設けられる第１の係止孔と、枠体
の他側部に設けられる第２の係止孔を、枠体に並列配置し、
　枠体の第１の係止孔と通し孔とに挟まれる部分を第１の巻掛部とし、枠体の第２の係止
孔と通し孔とに挟まれる部分を第２の巻掛部とする梱包用バンド留め具であって、
　バンドの両端のそれぞれが枠体の下面側から通し孔に挿通されて上面側に繰り出し可能
にされ、
　バンドの通し孔から繰り出されて第１の巻掛部に巻掛られた一端が枠体の上面側から第
１の係止孔に挿通されて下面側に繰り出し可能にされ、
　バンドの通し孔から繰り出されて第２の巻掛部に巻掛られた他端が枠体の上面側から第
２の係止孔に挿通されて下面側に繰り出し可能にされる梱包用バンド留め具。
【請求項２】
　前記通し孔がバンドの両端挿通用として共用される唯１個の通し孔からなる請求項１に
記載の梱包用バンド留め具。
【請求項３】
　前記枠体が厚紙からなる請求項１又は２に記載の梱包用バンド留め具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は梱包用バンド留め具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙バンド等を用いて梱包物を結束するためのバンド留め具として、特許文献１に記載の
ものがある。この留め具は、合成樹脂製留め具の四辺形枠体に左右の長孔、中間部の長孔
、右側の大きい孔、該枠体から右側の大きい孔の側傍に張り出されて片持ち支持されるI
字形ストッパを有する。使用方法は、バンドの一端を中間部の長孔に通し、その先端を左
側の長孔に通して締め付けておく。次いで、このバンドを梱包物に巻き付けてその他端を
右側の大きい孔にループ状に差し込み、そのループ状空間内にI字形ストッパをその基部
から折り曲げて差し込み、該他端を引っ張ってＩ字形ストッパに巻掛け係止し、梱包物の
締め付け結束を完了する。
【特許文献１】意匠登録1090277
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に記載のバンド留め具には以下の問題点がある。
　(1)留め具が四辺形枠体の外に張り出されて片持ち支持されるＩ字形ストッパを有し、
構造複雑になる。また、留め具は、このＩ字形ストッパをその基部から折り曲げて使用す
るものであり、強度的に紙製にすることも困難がある。
【０００４】
　(2)バンドの他端を留め具に係止する作業が、該他端を右側の大きい孔にループ状に差
し込み、そのループ状を維持しながら、そのループ状空間内にＩ字形ストッパをその基部
から折り曲げて差し込み、該他端を引っ張ってＩ字形ストッパに巻掛け係止するものにな
る。バンドの係止作業性が非常に悪い。
【０００５】
　(3)梱包物の締め付け結束によりバンドに作用する結束張力は、バンドが巻掛け係止さ
れるＩ字形ストッパにより担持される。ところが、Ｉ字形ストッパは枠体に片持ち支持さ
れるに過ぎず、バンドに作用する結束張力の担持能力は低く、留め具が同一材料からなる
ときに保証できるバンドの結束強度は低い。
【０００６】
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　(4)留め具は梱包物の結束を完了したとき、梱包物の上面に配置される。このとき、留
め具の梱包物の上面に対する最大高さは、枠体の板厚に、該枠体の上に折り曲げられたＩ
字形ストッパの板厚を加えた高さになる。留め具の使用高さが徒らに大きくなる。
【０００７】
　本発明の課題は、梱包用バンド留め具において、構造単純にし、バンドの挿通係止作業
性を向上し、バンドの結束強度を高くし、使用高さを小さくすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、枠体の中央部に設けられる通し孔と、枠体の一側部に設けられる第
１の係止孔と、枠体の他側部に設けられる第２の係止孔を、枠体に並列配置し、枠体の第
１の係止孔と通し孔とに挟まれる部分を第１の巻掛部とし、枠体の第２の係止孔と通し孔
とに挟まれる部分を第２の巻掛部とする梱包用バンド留め具であって、バンドの両端のそ
れぞれが枠体の下面側から通し孔に挿通されて上面側に繰り出し可能にされ、バンドの通
し孔から繰り出されて第１の巻掛部に巻掛られた一端が枠体の上面側から第１の係止孔に
挿通されて下面側に繰り出し可能にされ、バンドの通し孔から繰り出されて第２の巻掛部
に巻掛られた他端が枠体の上面側から第２の係止孔に挿通されて下面側に繰り出し可能に
されるようにしたものである。
【０００９】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において更に、前記通し孔がバンドの両端挿通用と
して共用される唯１個の通し孔からなるようにしたものである。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１又は２の発明において更に、前記枠体が厚紙からなるよう
にしたものである。
【発明の効果】
【００１１】
　（請求項１）
　(a)留め具が枠体の内部に通し孔と第１の係止孔と第２の係止孔を孔加工するだけの単
純な構造からなる。留め具は枠体だけからなるものであり、強度的に紙製とすることも容
易である。
【００１２】
　(b)バンドの一端を枠体の通し孔と第１の係止孔に順に挿通して留め具に係止し、バン
ドの他端を枠体の通し孔と第２の係止孔に順に挿通して留め具に係止するだけで、梱包物
の締め付け結束を完了できる。バンドの係止作業性は非常に簡便である。
【００１３】
　(c)梱包物の締め付け結束によりバンドの一端に作用する結束張力は、バンドの一端が
巻掛け係止される第１の巻掛部により担持される。バンドの他端に作用する結束張力は、
バンドの他端が巻掛け係止される第２の巻掛部により担持される。第１の巻掛部と第２の
巻掛部は枠体に両持ち支持されるものであり、バンドに作用する結束張力の担持能力は高
く、留め具が保証できるバンドの結束強度は高い。
【００１４】
　(d)留め具は梱包物の結束を完了したとき、梱包物の上面に配置される。このとき、留
め具の梱包物の上面に対する最大高さは、枠体の板厚だけである。留め具の使用高さを小
さくし、梱包物をコンパクトに結束できる。
【００１５】
　（請求項２）
　(e)留め具の通し孔は、バンドの一端挿通用の第１の挿し孔と他端挿通用の第２の挿し
孔の２個の通し孔からなるものとすることもできるが、バンドの両端挿通用として共用さ
れる唯１個の通し孔からなるものにすることにより、留め具の構造を一層単純化できる。
【００１６】
　（請求項３）
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　(f)留め具が単純な構造になるから、前述(a)の如くに紙製とすることができる。留め具
の枠体を厚紙からなるものとすることにより、留め具を再資源化できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は留め具を示す模式図、図２は留め具によるバンドの締め付け結束方法を示す模式
図、図３は留め具によるバンドの結束解除方法を示す模式図、図４は留め具によるバンド
の締め付け結束方法の変形例を示す模式図、図５は留め具の変形例を示す模式図、図６は
留め具の変形例を示す模式図である。
【実施例】
【００１８】
　図１に示す梱包用バンド留め具１０は、合紙等の厚紙からなる矩形状の枠体１０Ａの中
央部に設けられる長孔状の通し孔１１と、枠体１０Ａの一側に設けられる長孔状の第１の
係止孔１２Ａと、枠体１０Ａの他側に設けられる長孔状の第２の係止孔１２Ｂを、互いに
平行な３列をなすように枠体１０Ａに並列配置している。そして、留め具１０は、枠体１
０Ａの通し孔１１と第１の係止孔１２Ａとに挟まれる部分を四角断面棒状の第１の巻掛部
１３Ａとし、枠体１０Ａの通し孔１１と第２の係止孔１２Ｂとに挟まれる部分を四角断面
棒状の第２の巻掛部１３Ｂとする。留め具１０は、厚紙素材をポンチとダイスにより打抜
くプレス加工により、枠体１０Ａの外郭を打抜き、同時に通し孔１１と係止孔１２Ａ、１
２Ｂを打抜いて製作できる。
【００１９】
　留め具１０は、図２に示す如く、梱包物Ｐに巻き付けた平帯状の紙バンド１の両端１Ａ
、１Ｂのそれぞれが枠体１０Ａの下面側から通し孔１１に挿通されて上面側に繰り出し可
能とされ、バンド１の通し孔１１から繰り出されて第１の巻掛部１３Ａに巻掛られた一端
１Ａが枠体１０Ａの上面側から第１の係止孔１２Ａに挿通されて下面側に繰り出し可能に
され、バンド１の通し孔１１から繰り出されて第２の巻掛部１３Ｂに巻掛られた他端１Ｂ
が枠体１０Ａの上面側から第２の係止孔１２Ｂに挿通されて下面側に繰り出し可能にされ
る。このとき、留め具１０は、バンド１の両端１Ａ、１Ｂの挿通用として共用される唯１
個の通し孔１１を枠体１０Ａに備える。
【００２０】
　従って、留め具１０の使用手順は以下の如くになる（図２）。
　(1)梱包物Ｐに巻き付けられるバンド１の一端１Ａを枠体１０Ａの下面側から通し孔１
１に挿通して上面側に繰り出し、この一端１Ａを第１の巻掛部１３Ａに巻掛け、更に枠体
１０Ａの上面側から第１の係止孔１２Ａに挿通して下面側に繰り出しておく（図２（Ａ）
）。
【００２１】
　(2)上述(1)のバンド１を梱包物Ｐに巻き付けてその他端１Ｂを枠体１０Ａの下面側から
通し孔１１に挿通して上面側に繰り出し、この他端１Ｂを第２の巻掛部１３Ｂに巻掛け、
更に枠体１０Ａの上面側から第２の係止孔１２Ｂに挿通して下面側に繰り出す（図２（Ｂ
））。
【００２２】
　(3)上述(2)のバンド１の他端１Ｂ（一端１Ａでも可）を引っ張り、この他端１Ｂを枠体
１０Ａの通し孔１１、第２の巻掛部１３Ｂ、第２の係止孔１２Ｂから一層繰り出し、バン
ド１を張力Ｔで梱包物Ｐに引き締める。このとき、留め具１０の枠体１０Ａはバンド１の
両端１Ａ、１Ｂを梱包物Ｐの上面との間に挟んで梱包物Ｐの上面に引き寄せ配置される。
これにより、バンド１の通し孔１１に挿通された一端１Ａは、張力Ｔで第１の巻掛部１３
Ａの上下面側角エッジａ、ｂに強く押し当て係止されて巻掛けられ、かつ第１の係止孔１
２Ａの下面側角エッジｃに押し当て係止されて巻掛けられ、第１の巻掛部１３Ａにゆるみ
なく巻掛け係止保持される（図２（Ｃ）、（Ｄ））。また、バンド１の通し孔１１に挿通
された他端１Ｂも、張力Ｔで第２の巻掛部１３Ｂの上下面側角エッジａ、ｂに強く押し当
て係止されて巻掛けられ、かつ第２の係止孔１２Ｂの下面側角エッジｃに押し当て係止さ
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れて巻掛けられ、第２の巻掛部１３Ｂにゆるみなく巻掛け係止保持され、結果としてバン
ド１による梱包物Ｐの締め付け結束を強固に完了する（図２（Ｃ）、（Ｄ））。
【００２３】
　梱包物Ｐに締め付けたバンド１の結束を解除するときには、図３に示す如く、留め具１
０を梱包物Ｐの上面に対して斜めに傾け、或いは上方に持ち上げることにより、バンド１
の一端１Ａと第１の巻掛部１３Ａの上下面側角エッジａ、ｂ、第１の係止孔１２Ａの下面
側角エッジｃとの押し当て係止状態を解き、かつバンド１の他端１Ｂと第２の巻掛部１３
Ｂの上下面側角エッジａ、ｂ、第２の係止孔１２Ｂの下面側角エッジｃとの押し当て係止
状態を解く。これにより、バンド１の両端１Ａ、１Ｂは第１の巻掛部１３Ａ、第２の巻掛
部１３Ｂとの図３（Ａ）に示す巻掛け係止状態を解かれ、バンド１は図３（Ｂ）に示す如
くにたるんで梱包物Ｐに対する締め付けを解除できる。
【００２４】
　尚、上述(3)の後、上述(1)で第１の係止孔１２Ａから繰り出してあるバンド１の一端１
Ａを、図４に示す如く、枠体１０Ａの上面側に巻掛けて枠体１０Ａの上面側から第２の係
止孔１２Ｂに挿通して下面側に繰り出しても良い。これによれば、バンド１による梱包物
Ｐの締め付け結束を一層強固に完了できる。
【００２５】
　バンド１の帯幅を例えば15mm、帯厚を例えば0.8mmとするとき、留め具１０の諸元は例
えば以下の通りとする。枠体１０Ａの横長さ（各孔１１、１２Ａ、１２Ｂの並列方向を横
とし、各孔１１、１２Ａ、１２Ｂの長手方向を縦とする）41mm、縦長さ28mm、孔１１、１
２Ａ、１２Ｂの孔長さ16mm（長孔のストレート部11mm、両側アール部各2.5mm）、孔１１
、１２Ａ、１２Ｂの孔幅5mm、巻掛部１３Ａ、１３Ｂの幅8mm。
【００２６】
　図１の留め具１０は、通し孔１１と係止孔１２Ａ、１２Ｂの孔幅を互いに同一にした。
但し、図５に示す如く、通し孔１１の孔幅を係止孔１２Ａ、１２Ｂの孔幅より広幅にして
も良く、例えば通し孔１１の孔幅8mm、係止孔１２Ａ、１２Ｂの孔幅5mmとすることができ
る。
【００２７】
　図６の留め具１０は、枠体１０Ａの中央部に設ける通し孔１１を、バンド１の一端１Ａ
挿通用の第１の通し孔１１Ａと、他端１Ｂ挿通用の第２の通し孔１１Ｂの２個からなるも
のにした（図６（Ａ））。この留め具１０にあっては、図６（Ｂ）に示す如く、バンド１
の一端１Ａが枠体１０Ａの下面側から第１の通し孔１１Ａに挿通されて上面側に繰り出し
可能にされ、バンド１の通し孔１１Ａから繰り出されて第１の巻掛部１３Ａに巻掛られた
一端１Ａが枠体１０Ａの上面側から第１の係止孔１２Ａに挿通されて下面側に繰り出し可
能にされる。また、バンド１の他端１Ｂが枠体１０Ａの下面側から第２の通し孔１１Ｂに
挿通されて上面側に繰り出し可能にされ、バンド１の通し孔１１Ｂから繰り出されて第２
の巻掛部１３Ｂに巻掛けられた他端１Ｂが枠体１０Ａの上面側から第２の係止孔１２Ｂに
挿通されて下面側に繰り出し可能にされる。
【００２８】
　留め具１０によれば以下の作用効果を奏する。
　(a)留め具１０が枠体１０Ａの内部に通し孔１１と第１の係止孔１２Ａと第２の係止孔
１２Ｂを孔加工するだけの単純な構造からなる。留め具１０は枠体１０Ａだけからなるも
のであり、強度的に紙製とすることも容易である。
【００２９】
　(b)バンド１の一端１Ａを枠体１０Ａの通し孔１１と第１の係止孔１２Ａに順に挿通し
て留め具１０に係止し、バンド１の他端１Ｂを枠体１０Ａの通し孔１１と第２の係止孔１
２Ｂに順に挿通して留め具１０に係止するだけで、梱包物Ｐの締め付け結束を完了できる
。バンド１の係止作業性は非常に簡便である。
【００３０】
　(c)梱包物Ｐの締め付け結束によりバンド１の一端１Ａに作用する結束張力Ｔは、バン
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端１Ｂに作用する結束張力Ｔは、バンド１の他端１Ｂが巻掛け係止される第２の巻掛部１
３Ｂにより担持される。第１の巻掛部１３Ａと第２の巻掛部１３Ｂは枠体１０Ａに両持ち
支持されるものであり、バンド１に作用する結束張力Ｔの担持能力は高く、留め具１０が
保証できるバンド１の結束強度は高い。
【００３１】
　(d)留め具１０は梱包物Ｐの結束を完了したとき、梱包物Ｐの上面に配置される。この
とき、留め具１０の梱包物Ｐの上面に対する最大高さは、枠体１０Ａの板厚だけである。
留め具１０の使用高さを小さくし、梱包物Ｐをコンパクトに結束できる。
【００３２】
　(e)留め具１０の通し孔１１は、バンド１の一端１Ａ挿通用の第１の通し孔１１Ａと他
端１Ｂ挿通用の第２の通し孔１１Ｂの２個の通し孔１１Ａ、１１Ｂからなるものとするこ
ともできるが、バンド１の両端挿通用として共用される唯１個の通し孔１１からなるもの
にすることにより、留め具１０の構造を一層単純化できる。
【００３３】
　(f)留め具１０が単純な構造になるから、前述(a)の如くに紙製とすることができる。留
め具１０の枠体１０Ａを厚紙からなるものとすることにより、留め具１０を再資源化でき
る。
【００３４】
　以上、本発明の実施例を図面により詳述したが、本発明の具体的な構成はこの実施例に
限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があっても本発明
に含まれる。例えば、本発明の留め具は紙製に限らず、合成樹脂等からなるものでも良い
。バンドも紙製に限らず、合成樹脂等からなるものでも良い。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は留め具を示す模式図である。
【図２】図２は留め具によるバンドの締め付け結束方法を示す模式図である。
【図３】図３は留め具によるバンドの結束解除方法を示す模式図である。
【図４】図４は留め具によるバンドの締め付け結束方法の変形例を示す模式図である。
【図５】図５は留め具の変形例を示す模式図である。
【図６】図６は留め具の変形例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００３６】
１　バンド
１Ａ　一端
１Ｂ　他端
１０　留め具
１０Ａ　枠体
１１、１１Ａ、１１Ｂ　通し孔
１２Ａ　第１の係止孔
１２Ｂ　第２の係止孔
１３Ａ　第１の巻掛部
１３Ｂ　第２の巻掛部
Ｐ　梱包物
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